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●「　　　　　　」へご意見・ご感想をお寄せください。
（一財）�北海道開発協会広報研修出版部
〒001－0011
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●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

　 2月16日（月）～ 2月25日（水）
　第39回寒地土木研究所講演会Web配信（収録版）
　�※詳細は47ページをご覧ください。

　 2月17日（火）～ 2月19日（木）
　第69回（令和 7年度）北海道開発技術研究発表会
　 2 月17日（火）　基調講演
　�11:00～12:00　北海道開発局研修センター
　�北海道の新しい価値を生み出す地域連携教育による「共創」
の推進
　　�新保　元康　氏（特定非営利活動法人ほっかいどう学推進
フォーラム理事長）

　問い合わせ
　　 ／北海道開発局事業振興部技術管理課　

技術開発スタッフ   TEL　011-709-2311
／寒地土木研究所寒地技術推進室   TEL　011-590-4048

国営滝野すずらん丘陵公園
　 2月15日（日）
　冒険あそび場きのたんの森
　　�滝野の森のプレーパーク。ボランティアさんの見守りのなかで、
冬の森あそびを楽しめるあそび場です。尻すべりや、雪だる
まづくりなど…自分であそびを見つけて自由に過ごしましょう。

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン・東エリア内
　　　●定　員　なし（当日現地受付）
　　　●時　間　12:00～14:00（時間内出入り自由）
　　　※�会場は積雪状況で決定。当日「森の交流館」でご確認

ください。
　 2月22日（日）
　たきの森フェス～2026Winter～
　　�第27回目の開催となる今回のタイトルは「たいけん！ノモリ調
査団 7」に決定！滝野の森に住む謎のいきもの「ノモリ」を
調査する “ノモリ調査団” になって冬の森を探検しよう！一日
中お外であそんでもへっちゃらな服装でお越しください！

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア　森の交流館
　　　●定　員　なし（当日現地受付）
　　　●時　間　10:00～15:00（14:00受付終了）
　※�詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）まで
お問い合わせください。

48 ’26.2

　世界には、ローマ、イスタンブール（コンス
タンティノープル）や西安（長安）といった長
い歴史を有する都市があります。もっと古い街、
例えば、規模は違いますが、サマルカンドなど
もあります。一方で、バビロン、カルタゴ、ペ
ルセポリスなどの古代都市は、今日では廃墟

きょ

と
なっています。それでも観光客が訪れており、
それは、一時は大変な栄華を誇ったその場所に
ロマンを掻

か

き立てられるからだと思いますが、
やはり「昔の光 今いずこ」的な寂しさは残りま
しょう。
　北海道の街は、一部を除けば二百年ほどの歴
史しか持ちませんが、それだけにご先祖様の開
拓に傾けた情熱は、身近なものに感じることも
できます。それなのに、多くの街が人口減少に
見舞われて、将来も存続していけるのかと危惧
される今日この頃です。
　人口や高齢化の将来推計が示され、確かに危
機感はある程度共有されてはいます。けれど、
推計が語る未来を憂慮しても仕方ありません。
問題は、今なにができるか、です。当研究所の
調査研究も、そのためのヒントを掴

つか

めないかと
いう思いで進めています。
　故郷の街がなくなる悲しみを生むことは避け
たいと感じます。更地となったのちにダム湖の
底に沈んでしまった集落に生まれた筆者には、
とりわけその思いは強いのです。� （目黒）
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